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◆表紙デザインと画像◆

　色彩は日本原子力研究開発機構のロゴマークに合わせた青を基調とし、澄んだ青空から光（明るい未来）が差し
込む様子をイメージしました。デザイン要素に取り入れています「正六角形」は玄武すなわち亀の甲羅を表し、長
寿のシンボルとして古来より尊ばれた紋様です。なお、高速増殖原型炉「もんじゅ」と高温工学試験研究炉「HTTR」
の燃料体も正六角形です。
　画像は、ショットブラスト工法による路面の除染作業の様子（左上）と福島県伊達市霊山町小国で行ったポリイ
オン複合体を利用した土壌除染の様子（右下）です。
前者は、ショットブラスト工法により、直径１ mm程度の鉄球を路面に衝突させることで路面を薄く切削して除
染を行います。原子炉の廃止措置で利用されていた技術で、大熊町の表面汚染密度を９０％以上除染することができ
ました（第１章トピックス１-８ ，p．１９）。
　後者は、福島県伊達市霊山町小国の公民館広場１５００ m２を対象にポリイオン複合体を利用した土壌の除染試験を
行ったときの様子で、表層土壌２ cmの剥ぎ取りで８５～９０％の放射性セシウム除染率が得られました（２０１１年７月）
（第１章トピックス１-１０，p．２１）。
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